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岩手町長
佐々木 光司

町
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
す
る
中
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
勃
発
、
世
界
中

が
混
乱
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
円
安
、

物
価
高
の
影
響
に
加
え
、
８
月
に
は
記
録
的
な
豪

雨
、
長
雨
が
あ
り
、
わ
が
町
は
農
業
や
生
活
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
難
局
に
あ
っ
て
、
町
で
は
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図

る
べ
く
、
中
小
規
模
農
家
・
経
営
者
の
支
援
事
業

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
情
勢
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
農
業
経
営
者
が
今
後
も
意
欲
を

も
っ
て
生
産
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
次
期
作
に
向
け
た
支
援
策
な
ど
も
打
ち
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
施
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
町
長
２
期
目
の
公
約
に
掲
げ

た
①
農
林
畜
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
、
②
「
地
元

学
」
の
振
興
と
教
育
・
人
材
育
成
、
③
将
来
に
向

け
た
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
の
体
制
づ
く
り
、
④

若
者
や
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
町
、
⑤
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
経
営
、
こ
れ
ら
５
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
町
総
合
計

画
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
、
さ
ら
に
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
な
ど
を
関
係
機

関
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
に

実
行
し
て
参
り
ま
す
。

　
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
３
年
ぶ
り
に
岩
手
町

秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
町
に

根
差
し
た
文
化
の
力
、町
民
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

町
の
地
方
創
生
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
先
人
が

築
き
上
げ
た
こ
れ
ら
の
文
化
の
力
を
再
認
識
し
な

が
ら
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
意
義
は
非
常
に

大
き
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
重

要
度
が
増
す
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
も
図
り
な
が
ら
、
地
方

創
生
の
視
点
で
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
連
携
」す
な
わ
ち
、「
つ

な
が
り
」
で
す
。
国
内
外
の
自
治
体
、
あ
る
い
は

研
究
機
関
、
企
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総

合
計
画
に
掲
げ
た
町
の
将
来
像
「
わ
た
し
た
ち
が

創
る 

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

い
わ
て
ま
ち
」
を
目
指

し
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
皆
様
に
と
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
明

る
い
未
来
に
つ
な
が
る
年
に
な
る
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

その実現に全力で取り組みます

次世代へ受け継がれる町へ

謹
賀
新
年

農林畜産業のさらなる振興
　「地元学」の振興と教育・人材育成
　　地域医療・在宅医療の体制づくり
　　　若者や子育て世代に選ばれる町
　　　　フューチャーセンターの整備と経営

【写真】　石神の丘美術館　　「Swing in the Air 2020」　
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　　国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」でホッ
　ケー成年男子が20年ぶりに３位入賞（栃木県　
　日光市）
　　岩手町秋祭りが３年ぶりに開催。豪華春蘭な
　山車や郷土芸能団体が意気盛んに運航し、観衆
　を魅了（沼宮内地区）
　　㈱クレバーラクーンが指定管理する交流宿泊
　施設「モビリタコート岩手」が開業。交流人口拡
　大の拠点として期待される（町総合運動公園）

　�　町クラフト市が３年ぶりに開催。２日間で
5,500人が来場するなど、大町が人の賑わいで
あふれる。（大町商店街）

　�　町内在住の彫刻家の片桐宏典さん、ケイト･
トムソンさんによる企画展「抗う波の軌跡―
浮島彫刻スタジオの30年」が開催（石神の丘美
術館、～ 10月30日）

　記録的な集中豪雨。町内各地で大規模な崩土
や河川氾濫による甚大な被害が発生

14日
14日

21日

10日

12日

3､4日
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2022[令和４] 年
岩
手
町
秋
祭
り
が
豪
華
絢
爛
に
開
催　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
11
月
号
２
‐
３
㌻
）

紙面で見る
町の出来事

８月

９月

10月

　いわてまちイルミネーション「冬の花畑」が開
催。冬を彩る光のページェントに5,700人が来
場（石神の丘美術館オープンシアター）

　町消防出初式で消防団員ら約500人が無火災
を誓う（役場駐車場）

24〜31日

　町成人式が開催。127人が成人し、大人の第
１歩を踏み出す（森のアリーナ）
　　わたしたちが創る�笑顔がいっぱい�いわて
まち会議が町内５会場で開催

　2022[ 令和４] 年、町ではさまざまな出来事が
ありました。本紙「広報いわてまち」では、1 月
号から 12 月号まで 264 ㌻に町の話題を掲載し
ました。広報紙面とともに１年間の町の出来事を
振り返ります。

１月

２月

　　　東北高校総体ホッケー競技で沼宮内高男子
が４年ぶりに優勝（町ホッケー場、町総合グラウン
ド）
　いわてモルックオープン大会2022が初開催
（全５回、～10月16日まで）。15チーム100人が
熱戦を繰り広げる（旧浮島小学校）

　沼宮内高に同校生徒向けの公営塾「ゆはず未
来塾」が開設（沼宮内高）
　中村翔真さん（沼宮内中３年）に町のＳＤＧｓ
宣言認定書を初交付（町長室）
　いわて町ラボ成果報告会が開催。令和２年度
からの取り組みと成果を紹介（プラザあい）
　任期満了に伴う岩手町長選挙が告示。現職の
佐々木光司氏が無投票当選で２選を果たす
　長年町の特別職を務め、町勢の発展に寄与し
た17人が町顕彰表彰を受賞（役場会議室）

　町内７公立校で入学式。172人が新たな学校
生活をスタート
　いわて春みどりを使った焼酎「キャベ酎」がリ
ニューアル（道の駅「石神の丘」）
　一方井小が文部科学大臣表彰を受賞。長年の
読書の取り組みが評価
　レンタサイクルサービスの提供が開始（いわ
て沼宮内駅）

23日

23日

28日

17日〜19日

26日

6､7日

４月

５月

６月

７月

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
薄
紫
色
に
耀
く
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　

 （
３
月
号
２
‐
３
㌻
）

令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
町
内
の
道
路
や
農
地
が
崩
落

す
る
な
ど
甚
大
な
被
害　
　
　

 （
９
月
号
８
‐
９
㌻
）

全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
で
輝
か
し
い
結
果　

 （
12
月
号
２
‐
３
㌻
）

９日

９日

3-13日

　アイルランドの文化を紹介するアイリッシュ
フェスティバル2022が開催（～４月10日）。石
神の丘美術館が緑色にライトアップ。ピーター・
ニアリー駐日アイルランド大使館副代表が特別
講演（14日、プラザあい）

３月

　東京2020五輪ホッケー男子日本代表の田中
海渡さん、女子日本代表の及川栞さん、瀬川真帆
さんの３人に町民栄誉賞を授与。東京五輪出場
報告会が開催される（プラザあい）

26日

５日

　町と沼宮内高が地域共創人材の推進に関する
連携協定を締結。町と高校が相互に連携し、町
を活性化する人材を育成する取り組みを開始
（役場会議室）

30日

　第26回参議院議員通常選挙の投開票が行われ
る。町の投票率は53.44％（町内21投票所、町
総合開発センター）
　㈱ジャパンファームの第１養鶏場が豊岡地区
に完成。地域経済の活性化に期待が高まる
　道の駅石神の丘が開業20周年。23日、24日
には20周年記念感謝祭を盛大に開催

10日

19日

23､24日

道
の
駅
開
業
20
周
年
記
念
感
謝
祭
が
盛
大
に
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
９
月
号
２
‐
３
㌻
）

12~14日　　全国スポーツ少年団ホッケー交流大会でい
　わてホッケースポ少男子が優勝、女子が第３
　位に入賞（東京都、大井ホッケー場）
　　アイルランドフェスティバルが初開催
　　町夏まつりが開催され、1,600発の花火が
　３年ぶりに夜空を彩る（道の駅「石神の丘」）
　　プラザあい開業20周年記念事業「御縁寄席」
　が開催。落語家の三遊亭小遊三さんや桂枝太
　郎さんが落語を披露（プラザあい）
　�　全日本中学生ホッケー選手権大会で川口・
一方井中学校男子が第３位に入賞（宮城県栗
原市）

20~22日

3､4日

2~6日

7~9日

　　町民ホッケー大会が３年ぶりに開催。参加選
　手が交流を深める（町ホッケー場）
　　町産業まつりが盛大に開催。沼宮内高文化祭
　「沼高祭」と初のコラボ出展に8,000人が来場
　（道の駅「石神の丘」）
　　国内自治体連携を進めるＰＲイベント「岩手
　�町×さいたま市ＳＤＧｓツアー」が初開催（埼玉
県さいたま市）

15､16日

15､16日

18~23日

　　秋の叙勲・褒章で、田中亨さん＝下鴫沢＝、
　安部忠一さん＝民部田＝が瑞宝単光章を受章
　…本号６㌻
　�　町金婚慶祝会が開催。結婚生活50年を迎え
た19組の夫婦を祝う（プラザあい）

　　全日本中学生都道府県対抗11人制ホッケー
　�選手権大会で岩手県選抜男子が12年ぶり５度目
の優勝、女子が準優勝を果たす（福井県越前町）

３日

10日

11月

12~13日

　　第61回町芸術祭舞台部門が盛大に開催。町
　ふるさと大使の柴田泰孝さんと岩井優花さん
　が出演（森のアリーナ）…本号10、11㌻

13日

　�　いわて沼宮内駅・プラザあい開業20周年記�
念大感謝祭が開催。全長200㍍の鉄道玩具レー�
ルイベントに沸く（プラザあい）…本号８㌻

３日

12月

９日

12日

14日

17日

26日
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【表彰式出席者】　
（前列左から）　佐藤利生さん（いわてホッケー）、岩崎庸代町農産加工組合長、佐々木光司町長、田中喜一町産地直売組合長、今
松哲美さん　（後列左から）　佐藤正行監督（いわてホッケー）、藤原悠真さん（ホッケー男子選抜）、佐々木大輝さん（同）、田村
莉奈さん（ホッケー女子選抜）、葛城双葉さん（同）、田中泉樹監督（同）、川口中工藤靖夫校長（ホッケー男子選抜）

　石神の丘美術館〈花とアートの 
森〉に、自身の彫刻作品「It blows.」 
を寄贈。美術館の魅力向上に大き
く貢献しました。

松本 栄（69）＝新田＝

　平成12年の組合設立以来、町産
の農産物を使用した手作りの菓子
や総菜を製造し販売。「パワー工
房」の愛称で親しまれ、地産地消な
ど、町の産業振興に貢献しました。

　平成13年の組合設立以来、生産
技術の向上に努め、道の駅「石神の
丘」開業から施設の活用を通じた
生産物の産地ＰＲや展示販売を行
い、町の産業振興に貢献しました。

岩手町農産加工組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝岩手町産地直売組合
町勢功労表彰

　令和４年度町勢功労等表彰式は昨年の 11月 29日、役場会議室で行われ、「町勢功労表彰」
に２団体、「善行表彰」に２個人、全国規模の大会で優勝またはそれに準ずる成績を収めた
人などを対象とする「特別表彰」に３個人３団体が輝きました。席上では、佐々木光司町長が「各
分野でのそれぞれの活躍が町民や県民の大きな力になりました。皆様に町民を代表して感謝しま
す」とあいさつ。それぞれの功績をたたえ、表彰状と記念品を贈りました。

令
和
４
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰

受賞者紹介

危険業務従事者叙勲

【略歴】
　昭和53年３月に陸上自衛隊に入隊
後、岩手駐屯地第９特科連隊など、主に
岩手県内に勤務。平成25年８月に３
等陸尉として定年退職するまで、自衛
官として36年にわたりその業務に精
励した。

田中 亨さん（63）
＝下鴫沢＝

瑞宝単光章
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秋
の
叙
勲

自衛官業務に精励

【略歴】
　昭和55年３月に陸上自衛隊に入隊
後、岩手駐屯地第９高射特科大隊など、
主に岩手県内に勤務。平成27年６月
に３等陸尉として定年退職するまで、
自衛官として36年にわたりその業務
に精励した。

安部 忠一さん（61）
＝民部田＝

自衛官業務に精励

松本 栄（69）＝新田＝いわてホッケースポーツ少年団男子
特別表彰

　令和４年８月に大井ホッケー場
（東京都）で開催された第45回全
国スポーツ少年団ホッケー交流大
会で全国優勝を果たし、ホッケー
のまち・岩手町の名を全国に知ら
しめ、町のスポーツ振興に貢献し
ました。

松本 栄（69）＝新田＝
男子チーム・女子チーム

特別表彰

　令和４年11月に福井県越前町
で開催された第23回全国中学生
都道府県対抗11人制ホッケー選
手権大会で、男子チームは優勝、女
子チームは準優勝を果たし、町の
スポーツ振興に貢献しました。

　19歳 か ら69歳 の 間 に 献 血 に
貢献し、これまでの献血回数が全
929回にのぼり、献血回数が県内
で最多となる善行を行いました。

松本 栄（69）＝新田＝今松 哲美（70）　＝今松＝
善行表彰

中学生11人制ホッケー岩手県選抜

　令和４年１月にオマーン マス
カットで開催された第10回ＡＨ
Ｆアジアカップ女子ホッケー競技
で、３人は日本代表選手として優
勝に貢献し、岩手町の名を全国に
知らしめ、町のスポーツ振興に貢
献しました。

松本 栄（69）＝新田＝岩手町農産加工組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝岩手町農産加工組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝斉藤 均（74）　＝京都府＝
善行表彰

松本 栄（69）＝新田＝
特別表彰

瀬川真帆（26）＝川口中出身＝
及川栞（33）＝沼宮内中出身＝

田中彩樹（24）＝一方井中出身＝
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　各界の功労者に対して授与される秋の叙勲受章者が政府から発表さ
れ、町の受章者は、危険業務従事者叙勲を２人が受章し、昨年 12 月
５日に岩手広域交流センター「プラザあい」で叙勲褒章祝賀会が開催
されました。２人の功績を称え、受章者の皆さんを紹介します。
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第
23
回
全
国
中
学
生
都
道
府
県

対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
の
報
告
会
は
昨
年
12
月
17
日
、

岩
手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ

ザ
あ
い
」
で
行
わ
れ
、
激
戦
を
勝

ち
抜
き
、
12
年
ぶ
り
の
日
本
一
に

輝
い
た
岩
手
県
選
抜
男
子
チ
ー
ム

と
、
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
た
同

女
子
チ
ー
ム
の
選
手
と
監
督
ら
が

大
会
結
果
を
報
告
し
、
思
い
を
述

べ
ま
し
た
。

　
男
子
監
督
の
松
村
洋
介
さ
ん
は

「
歴
代
最
多
と
な
る
Ｕ
‐
15
日
本

代
表
が
５
人
い
る
チ
ー
ム
で
、組

織
力
を
大
切
に
し
な
が
ら
大
会
を

勝
ち
切
る
こ
と
が
で
き
た
」と
大

会
結
果
を
報
告
。
男
子
主
将
の

佐
々
木
大
輝
さ
ん（
川
口
中
３
年
）

は「
最
後
ま
で
走
り
切
っ
た
結
果
、

目
標
に
し
て
い
た
優
勝
と
い
う
結

果
に
つ
な
が
っ
た
」と
喜
び
を
噛

み
し
め
ま
し
た
。

　
女
子
監
督
の
田
中
泉
樹
さ
ん
は

「
決
勝
で
は
疲
労
も
あ
る
中
で
、選

手
た
ち
は
し
っ
か
り
と
走
り
切
っ

て
く
れ
た
し
、最
後
ま
で
戦
い
抜

い
て
く
れ
た
選
手
た
ち
を
誇
り
に

思
う
」と
感
謝
の
思
い
を
述
べ
、女

子
主
将
の
田
村
莉
奈
さ
ん（
川
口

中
３
年
）は「
チ
ー
ム
全
員
が
最
後

ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
全
力
で
走

り
切
っ
た
お
か
げ
で
準
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
た
」と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

　

佐
々
木
光
司
町
長
は「
男
子

チ
ー
ム
は
全
国
優
勝
、女
子
チ
ー

ム
は
準
優
勝
と
い
う
見
事
な
結
果

を
残
し
て
く
れ
た
。
令
和
４
年
は

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
が
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
町
に
も
た
ら

し
て
く
れ
た
」と
両
チ
ー
ム
の
健

闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、同
大
会
で
優
勝

し
た
経
験
を
も
つ
元
岩
手
県
選
抜

メ
ン
バ
ー
か
ら
祝
福
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
さ
れ
、東

京
五
輪
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
日
本
代
表

の
田
中
海
渡
選
手
は「
男
子
優
勝

の
結
果
を
聞
い
て
う
れ
し
く
思

う
。
今
後
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

大会結果の報告を行った岩手県選抜男子チームと女子チームの選手と監督、コーチの皆さん

動画で祝福のコメントを寄せる田中海渡選手

優
勝
の
喜
び
を
共
有

男子 12年ぶりの全国優勝
女子準優勝の快挙を報告

第 23 回全国中学生都道府県対抗 11 人制ホッケー選手権大会

プラザあい いわて沼宮内駅 開業 20 周年大感謝祭

駅開業 20 年を盛大に祝う
　ＪＲ東北新幹線・ＩＧＲいわて銀河鉄道いわて沼
宮内駅は昨年 12月１日、開業 20周年を迎え、12
月３日に岩手広域交流センター「プラザあい」で記
念式典が行われ、節目の日を祝いました。
　式典では、佐々木光司町長が「岩手町は鉄路とと
もに発展を続け、いわて沼宮内駅とプラザあいはこ
れまで多くの人に利用されてきた。これからも皆さ
まに愛され、ますます多くの人に利用されることを
願う」とあいさつ。20周年を祝うくす玉が割られ、

餅まきが行われたほか、北上川清流太鼓の皆さんが
新幹線はやて号を出迎え、活気ある太鼓の演奏で乗
客を楽しませました。また、イベントを盛り上げよ
うと、岩手中央幼稚園の園児がよさこいソーランを
元気よく披露。夕方にはイルミネーション点灯式が
行われ、プラザあい１階部分が美しく彩られました。
　会場には、プラザあい１階から３階までをつなぐ
長さ約 200 ㍍の鉄道玩具コースが設置され、歓声
を上げ玩具で遊ぶ子どもたちの姿が見られました。

①

②④

③

①会場内の特設鉄道玩具コース出発式　②迫力の演奏で乗客を魅了する北上川清流太鼓　③関係者によるくす玉開披　④イルミネーション点灯

▼開業当時に運行していた東北新幹線「はやて号」が盛岡ー八戸間を特別運行。多くの来場者が運行を見送った
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第
61
回
町
芸
術
祭
舞
台
部
門

（
町
教
育
委
員
会
、町
芸
術
文
化
協

会
、町
学
校
教
育
研
究
会
主
催
）は

昨
年
11
月
13
日
、町
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」

で
２
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
芸
術
文
化
協
会
は
２
０
２
１

年
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
、こ
の

芸
術
祭
舞
台
部
門
で
記
念
と
な
る

舞
台
公
演
を
開
催
。
第
１
部
、第

２
部
と
も
に
創
立
60
周
年
を
記
念

し
た
内
容
で
行
わ
れ
、第
１
部
の

冒
頭
で
は
、日
本
舞
踊
若
柳
流
の

師
範
、若
柳
瑞
恵
さ
ん
に
よ
る
祝

舞
の
長
唄「
鶴
亀
」が
演
舞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
町
芸
術
文
化
協
会
加

盟
７
団
体
に
よ
る
舞
踊
や
合
唱
、

吹
奏
楽
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
部
で
は
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送

の
甲
斐
谷
望
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
司

会
に
迎
え
、記
念
公
演
と
し
て
、町

出
身
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
岩
井
優

花
さ
ん
が
所
属
す
る
Ｋ
バ
レ
エ
カ

ン
パ
ニ
ー
の
飯
島
望
未
さ
ん
、石

橋
奨
也
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
エ「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、町
出
身
で
歌
手
の

柴
田
泰
孝
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

雄
太
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、来
場
者
５
５
０
人

は
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
舞
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
ふ
る
さ
と
大
使
の
柴

田
さ
ん
と
岩
井
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、幼
い
頃
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、こ
れ
ま
で
の
活
躍

の
支
え
と
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
柴
田
さ
ん
は「
音
楽
を
介
し
て
、

皆
様
に
思
い
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
、う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
岩
手
町
を
誇
り

に
思
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
今
回
は

ケ
ガ
の
た
め
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
岩
井
さ
ん
は

「
い
つ
か
、ま
た
町
に
帰
っ
て
き
た

と
き
に
は
皆
さ
ん
に
踊
り
を
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、私
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
話

し
、会
場
か
ら
２
人
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町
芸
術
祭
の
舞
台
部
門

２
年
ぶ
り
盛
大
に
開
催

第 61 回 岩手町芸術祭 舞台部門
町芸文協創立 60 周年記念特別公演

550 人の観客が魅了
迫力の歌とバレエに

①

②

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

③

④

①力強い歌声を披露する町ふる
さと大使の柴田泰孝さん
②舞台へ大きな拍手を送る観客
③Ｋバレエカンパニーの飯島望
未さん、石橋奨也さんによるバ
レエ「ロミオとジュリエット」
④岩井優花さんと柴田泰孝さん
によるトークショー
⑤シンクロした見事な踊りを披
露するＮＬ40°ダンサーズの皆
さん
⑥美しいハーモニーを披露した
沼宮内りんどうコール
⑦音を楽しむ会の演奏
⑧日本舞踊若柳流師範の若柳瑞
恵さんによる祝舞
⑨恵扇会沼宮内教室が舞を披露

ふ
る
さ
と
大
使
の
２
人

古
里
へ
の
思
い
を
語
る
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民生委員・児童委員、主任児童委員とは？

　民生委員制度は、発足から100年以上の歴史が
ある日本固有の福祉のボランティア制度です。委
員の推薦に当たっては、地域から推薦された人を
町、県の推薦会に諮り、厚生労働大臣へ上申。民生
委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱されるほ
か、県、町からもそれぞれ委嘱されます。民生委員
は児童委員を兼務。また、主任児童委員は主に児
童を担当し、民生委員・児童委員と共に活動しま
す。両委員とも任期は３年間で、再任可能。社会
奉仕の精神で職務に当たる非常勤の公務員です。

　民生委員・児童委員の職務には、次のような活
動が挙げられます。 ▼住民の生活状態を適切に把

握する　 ▼援助を必要とする人に相談や助言、援
助を行う。また、福祉サービスについての情報提
供などを行う　 ▼関係行政機関の業務に協力する

▼社会福祉事業や活動への支援、住民の福祉の増
進を図るための活動を行う　
　そして、主任児童委員の職務は、 ▼児童福祉関係
機関と区域担当児童委員との連絡調整を行う　 ▼

区域担当児童委員の活動に対する援助・協力を行
う―とされています。
　住民同士が支え合い、誰もが安心して住み続け
ることができる地域づくりが求められる中、民生
委員・児童委員は「地域のつなぎ役」を担っていま
す。常に住民の立場に立って高齢者や障がい者、
生活困窮など生活に支援が必要な人の相談に応
じ、必要な援助を行います。困りごとがある場合
は、民生委員・児童委員へ気軽にご相談ください。
　��町健康福祉課福祉支援係�　☎62-2111内線512

100年以上の歴史を持つ
福祉のボランティア制度

「地域のつなぎ役」
民生委員・児童委員の役割

佐々木町長から委嘱状を受け取る佐々木夏子さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
57
人
を
委
嘱

氏  名 備　考
村井　敦子 下町
武田　洋子 新田
久保　良子 石神

氏  名 担当地区
竹花　正雄 新愛宕下・東団地
杣　　直晃 下愛宕下
小林　信夫 上愛宕下
熊谷　哲夫 下野口町
江刈内優子 上野口町
村木光由規 下大町
久保　早苗 上大町・柳橋
水堀　一男 田中 ･ 栄小路
沢屋敷民子 舘
北上　雅宣 民部田
竹田德一郎 新町・城山
太田代朝子 前ケ沢・吉谷地・御堂・御堂新田
福田　幸江 水堀・小山沢・北上・朽木林
森子百合子 尾呂部・上下横沢
民部田雅夫 川原木・笈ノ口
乙茂内利夫 大坊
岩崎　光雄 岩瀬張
高橋　　満 上五日市
岩舘　カツ 下五日市
中沢真紀子 江刈内
水谷　文子 下苗代沢１・駅前
田中　幾子 上苗代沢
浅沼　良子 下苗代沢２・子抱住宅
柴田　輝子 石神
三浦　好隆 犬袋
久保　恵子 久保・落合・沼袋・子抱
田中　恭子 横田・半在家
三浦増右ェ門 太田・細沢
北構　政美 豊岡
山中まき子 曲り・一本柳・白椛・日ノ神子
木戸口勇三 膝突・葉ノ木・下屋敷 ･ 大平
佐藤　一志 万部・落葉・相寅瀬・大小金沢

氏  名 担当地区
田中　幸子 境田
千葉　静子 二ッ森・草桁
工藤　正敏 下町・山道
花田　和子 駅通・岩崎
高橋　健悦 橋場・上町
三好　　昇 芦田内・丹藤・滝
高村　治雄 野原・雪浦
吉田えり子 秋浦・高梨・土滝
佐々木夏子 子九十・雨滝
太布やえ子 大渡・遠中沢・太布
中花キミエ 水無・丸泉寺・穀蔵
千葉　聖子 一方井
今松　栄光 今松
千葉　　茂 葉木田
武田　昭蔵 上下黒内・大股
遠藤　正信 上下黒石
千葉喜代子 中田
遠藤　輝光 大森
田中きくえ 土川
武田　栄一 新田
千葉　典夫 上下鴫沢
田中　直登 上下浮島

民生委員・児童委員（54 人） 令和４年 12 月１日現在

令和４年 12 月１日現在
主任児童委員（３人）

　

福
祉
向
上
の
た
め
地
域
で
活
動
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の

委
嘱
状
交
付
式
が
昨
年
の
12
月
１
日
、岩

手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ザ
あ
い
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
54
人

（
う
ち
新
任
10
人
）と
主
任
児
童
委
員
３
人

（
う
ち
新
任
１
人
）に
佐
々
木
光
司
町
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
を

受
け
た
委
員
た
ち
は
、町
の
社
会
福
祉
の

社
会
福
祉
の
向
上
を
決
意

向
上
に
努
め
よ
う
と
、決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
各
委
員
の
任
期
は
と
も
に
、令

和
７
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

ま
た
、民
生
委
員･

児
童
委
員
、主
任
児

童
委
員
と
し
て
長
年
活
躍
さ
れ
、こ
の
ほ

ど
退
任
し
た
11
人
に
、厚
生
労
働
大
臣
と

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　
　
　
　
（
）は
在
職
年
数
。
敬
称
略

佐
藤
新
一
郎
＝
大
渡
＝（
24
年
８
カ
月
）　

瀬
川
實
＝
上
愛
宕
下
＝（
18
年
）

谷
地
由
實
＝
舘
＝（
15
年
）

今
松
文
子
＝
今
松
＝（
同
）

松
森
ヒ
ロ
子
＝
江
刈
内
＝（
９
年
）

松
村
幸
子
＝
雪
浦
＝（
６
年
）

三
浦
優
子
＝
下
鴫
沢
＝（
同
）

◆
県
知
事
感
謝
状

西
舘
和
彦
＝
民
部
田
＝（
３
年
）

沢
口
正
＝
新
町
＝（
同
）

立
花
惇
雄
＝
相
寅
瀬
＝（
同
）

福
士
好
子
＝
小
山
沢（
同
）
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を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま

す
。
町
県
民
税
の
申
告
書
も
各
世

帯
に
１
枚
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す

が
、枚
数
が
足
り
な
い
場
合
は
コ

ピ
ー
し
て
使
用
す
る
か
、追
加
で

送
付
し
ま
す
の
で
町
税
務
会
計
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
未
記

入
や
、売
り
上
げ
や
必
要
経
費
を

項
目
ご
と
に
集
計
し
て
い
な
い
場

合
は
、申
告
受
付
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、全
て
の
事
業
者
は
確
定

申
告
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、記
帳・

帳
簿
書
類
の
作
成
と
保
存
が
必
要

で
す
。

　
申
告
納
税
相
談
は
２
月
９
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
、町
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
ご
来

場
の
際
は
、検
温
・
手
指
の
消
毒
・

マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、発
熱
な
ど
の
症
状
が

出
て
い
る
人
は
、来
場
を
お
控
え

く
だ
さ
い
。

　

例
年
、午
前
中
や
申
告
期
限
間

近
に
会
場
が
込
み
合
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
来
場
す
る
時
間
帯
を
ず

ら
し
た
り
、自
身
で
申
告
書
を
作

成
し
た
り
、郵
送
に
よ
る
提
出
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｐ

Ｃ
、ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
）

　

町
・
県
民
税
、事
業
税
、所
得
税

の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
準
備
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　
令
和
４
年
中
に
事
業
や
給
与
収

入
が
あ
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な

人
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
営
業
や
農
業
、不
動
産
、譲
渡
、配

当
、山
林
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

▼
給
与
以
外
に
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
退
職
な
ど
に
よ
り
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
人

▼
公
的
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

で
、ほ
か
に
も
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
の
み
を
も
ら
っ
て
い

る
人
で
、一
定
の
金
額
を
超
え
る
人

▼
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
控

除
の
ほ
か
に
控
除
を
追
加
・
修
正

す
る
人

※
令
和
４
年
中
に
収
入
が
な
い
人
、

非
課
税
の
収
入（
障
害
年
金
、遺
族

年
金
、失
業
保
険
な
ど
）の
み
だ
っ

た
人
で
も
、所
得
証
明
書
な
ど
を
交

付
す
る
場
合
や
、国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保

険
な
ど
各
種
制
度
の
判
定
の
た
め

に
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。 申

告
が
必
要
な
人

事
前
集
計
の
お
願
い

感
染
防
止
対
策
の
お
願
い

●マイナンバーカード、またはマイナンバー通知カー
ドと身分確認ができるもの（運転免許証など）
●令和４年中の収入や必要経費が分かるもの
　給与所得者・公的年金受給者…源泉徴収票
　事業所得者など…収支内訳書や諸帳簿
●各種控除の内容が分かるもの
　･医療費控除…医療費控除の明細書（事前に記載が
　必要です）
　･社会保険料控除…国民年金や農業者年金・国民健
　康保険税などの領収書
　・生命保険料控除、地震保険料控除…保険会社など
　から発行される控除証明書
　・障害者控除…障害者手帳、障害者控除対象認定書など
●確定申告のお知らせのはがき
　（税務署から届いている場合）
●申告者本人名義の口座番号がわかるもの
　（所得税還付申告者）

※令和４年中とは、令和４年 1 月１日から 12 月 31 日のことです

申告納税相談
２月9日㈭
３月15日㈬

～

 町税務会計課 課税資産係　☎ 62‐2111（内線 524）申告納税相談（申告受付）日程

月　日
対 象 地 区 な ど

午前９時～午前11時 午後１時～午後３時
２月９日（木）【全地区】　先行開催日 （年金収入・給与還付のみ）

10日（金） 水堀地区
13日（月） 水堀地区
14日（火） 川口地区
15日（水） 川口地区
16日（木） 川口地区
17日（金） 東部地区
20日（月） 東部地区
21日（火） 一方井地区
22日（水） 一方井地区
24日（金）【全地区】　夜間開催日 （午後３時～午後７時）
26日（日）【全地区】　休日特別開催日 （午前９時～ 11時、午後１時～３時）

28日（火） 一方井地区
３月１日（水） 一方井地区

２日（木） 沼宮内地区
３日（金）【全地区】　夜間開催日 （午後３時～午後７時）
６日（月） 沼宮内地区
７日（火） 沼宮内地区
８日（水） 沼宮内地区
９日（木） 沼宮内地区
10日（金）【全地区】　まだ申告をしていない人
13日（月）【全地区】　まだ申告をしていない人
14日（火）【全地区】　まだ申告をしていない人
15日（水）【全地区】　まだ申告をしていない人

　会場：町総合開発センター ホール

 申告に必要なもの

　盛岡税務署では、次のとおり確定申告書作
成会場を開設します。所得税、消費税、贈与
税の申告が必要な人はご利用ください。なお、
盛岡税務署内には申告書作成会場はありませ
んのでご注意ください。

【期間】　２月 16日（木）～３月 15日（水）
　　　　※原則土日祝日除く。
　　　　※２月 19日㈰、26日㈰は開設。
【時間】　午前９時～午後４時
【会場】　盛岡市�アイーナ　７階
　　　　（盛岡市盛岡駅西通１－７－１）
　会場の入場には、当日発行する入場整理券
が必要です。会場では、ご自身のスマートフォ
ンなどを使用して申告書を作成します。
　マイナンバーカード（マイナンバーカード
の発行時に設定した暗証番号を含む）をお持
ちの人は、ご持参ください。

盛岡税務署からのお知らせ
 盛岡税務署   ☎ 019‐622‐6157

　確定申告書は、ご自宅で国税庁ホーム
ページ内の「確定申告書等作成コーナー」で
スマートフォンから簡単に作成できます。
▼ホームページはこちらから

●ネットで申告書作成「ｅ‐Ｔａｘ」

●確定申告書作成会場を設置

主な対象業務
運転免許証の記載事項変更、車庫証明申請、
道路使用許可申請、古物・猟銃関係、
警察証明関係、遺失物の返還など

町内の指定工事店冬季の水道凍結に注意
　今年も朝晩が冷えこむ季節となりましたが、水道の凍結にご注意ください。
　水道の凍結は、気温がマイナス４℃以下になると起こりやすくなります。
　おやすみ前やお出かけの際には忘れずに水抜きしてください。
　なお、水抜き栓の開け閉めについては、全開・全閉の状態にしてください。万
が一、水道管が凍結してしまった場合は指定工事店に解凍の依頼をしてください。

家村鉄工所　
一方井採石㈲
上路水道　　
㈱タックハウス
㈲田村水道　
㈲中居建設　
西村水道　　
村田水道　　

☎62‐2780
☎62‐2711
☎62‐3119
☎62‐3715
☎62‐3107
☎62‐3814
☎62‐2832
☎62‐3602

　町水道事業所管理係　☎62‐2111（内線372）

　岩手県警察では、交通事故や声かけ事案などの体制強化や、働き
やすい職場環境の形成を目的に、申請届出など窓口業務の受付時間
を本年１月４日（水）から当面の間、変更します。
　事件・事故の届出、遺失物・拾得物の届出は 24 時間受け付けます。

　岩手県警察本部　☎019‐653‐0110

警察署窓口の受付時間が変わります 【変更前】午前９時から午後５時 45 分まで
【変更後】午前９時から午後４時まで
※土日祝日、年末年始の休日（12/29 ～翌 1/3）を除く
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

一
方
井
小
で
豆
腐
作
り
体
験

農
業
で
地
域
と
親
睦
深
め
る

Topic
01

　
町
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
３

級
指
導
者
養
成
講
習
会（
全
５
回
）

が
昨
年
11
月
１
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、介
護

予
防
の
推
進
を
目
的
に
、地
域
で

活
躍
す
る
同
体
操
の
指
導
者
を
育

成
し
よ
う
と
、町
が
主
催
し
て
初

開
催
。
12
月
１
日
に
は
、介
護
予

防
の
知
識
と
体
操
の
実
技
な
ど
の

講
習
を
受
講
し
た
細
田
晴
美
さ
ん

（
58
）＝
下
町
＝
、浅
井
右ゆ
う
こ子
さ
ん

（
50
）＝
久
保
＝
、笹
渡
タ
ヱ
子
さ

ん（
72
）＝
岩
瀬
張
＝
の
３
人
に
県

知
事
の
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
３
人
は
町
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
シ
ル
リ
ハ
い
わ
て
笑ほ
ほ
え
み美

の
会（
田
中
正
典
会
長
、会
員
31

人
）に
加
入
し
、健
康
い
き
い
き
サ

ロ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
で
同

体
操
普
及
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
予
定
で
す
。
細
田
さ
ん
は

「
シ
ル
リ
ハ
体
操
の
普
及
を
通
じ

て
、地
域
の
活
動
に
協
力
し
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

Topic
02

シルバーリハビリ体操の
３級養成講習会が初開催

いつか
どこかで

（
前
列
左
２
人
目
か
ら
）シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
３
級
の
資
格
を
取

得
し
た
浅
井
右
子
さ
ん
、笹
渡
タ
ヱ
子
さ
ん
、細
田
晴
美
さ
ん

　
一
方
井
小（
佐
々
木
悟
校
長
、児

童
71
人
）の
３
年
生
19
人
は
昨
年

11
月
25
日
、一
方
井
公
民
館
で
豆

腐
作
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
は
一
方
井
地
区
営
農
組
合（
三

浦
武
志
代
表
理
事
）や
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
、ゆ
で
た
大
豆
を

機
械
で
す
り
つ
ぶ
し
大
鍋
で
煮
込

み
ま
し
た
。
最
後
は
、お
か
ら
と

豆
乳
を
分
け
て
、に
が
り
で
固
ま

ら
せ
た
豆
乳
を
型
枠
に
入
れ
て
完

成
。
帷
子
昊こ
う

志し

郎ろ
う

さ
ん
は「
豆
乳

か
ら
豆
腐
が
で
き
る
の
を
知
っ
て

び
っ
く
り
し
た
」と
感
想
を
話
し

ま
し
た
。
22
日
に
は
、同
地
区
の

育
苗
ハ
ウ
ス
で
、枝
豆
を
叩
い
て

殻
か
ら
豆
を
取
り
出
す
豆
打
ち
作

業
や
唐
箕
を
使
っ
た
選
別
体
験
を

実
施
。
24
日
に
は
、同
地
区
の
作

業
小
屋
で
納
豆
作
り
も
体
験
す
る

な
ど
、地
域
で
充
実
の
農
業
加
工

体
験
を
行
っ
た
児
童
。
こ
れ
ら
の

農
作
業
や
加
工
体
験
を
通
じ
て
、

農
作
物
や
命
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

児
童
は
、感
謝
状
を
関
係
者
に
贈

呈
し
、感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。熱した豆乳の鍋の中へにがりを慎重に入れる児童

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

保育士になりたい

Smile
Babies No.399

僕
の
夢

私
の
夢スマイル

ベイビーズ

瀧川清一さんの孫

瀧川 怜
れ な

奈ちゃん（秋浦）

元気にすくすく育ってね !!

佐々木桃香さんの長男

佐々木 颯
ふう

太
た

くん（落合）

元気にいっぱい遊ぼうね！ 　「保育園にはいろいろな子どもがいるから、周
りを見てすぐに行動できる優しい保育士になりた
い」と話す愛理さん。愛理さんのお母さんも保育
士で、夢が叶ったらお母さんに報告したり、仕事
で分からないことを聞いてみたいそう。学校では
パソコンクラブに所属し、オリジナルの名刺やカ
レンダーを作ることに夢中です。昨年の 11月か
ら一方井ホッケー少年団に所属し、週３回の練習
に汗を流す愛理さん。「６年生になったら修学旅
行が楽しみ。他の学年の手本になれるよう頑張り
たい」と優しい笑顔をのぞかせます。

澤村淳平さんの長女

澤村 紗
さ な

奈ちゃん（水堀）

お兄ちゃんと仲良く、元気
に成長してね！

三浦雄太さんの長男

三浦 琉
る

楓
か

くん（舘）

甘えん坊でやんちゃな琉楓、
元気にすくすく育ってね！

My Dream

（一方井小5年）丹内 愛
あ い

理
り

　さん

沼宮内中の３人がバレーで活躍
　第 13回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会が昨年８月 17
日、18日に神奈川県藤沢市で行われ、出場 36チームの中から岩手県
代表チームＯ

ア ウ ル ズ

ＷＬＳが準優勝の成績を収めました。同チームには沼宮内
中２年の斉藤沙和さん、佐々木沙

さ ら

萊さん、松原心さんの３人が所属し、
３人は全試合に出場しました。
　３人は沼宮内中で女子バレー部に所属。同部は昨年 11月 20日に八
幡平市で行われた第 52回県新人バレーボール大会で準優勝し、３人と
も優秀選手に選ばれるなど輝かしい成績を収めています。今後の目標は
「今年の県中総体で優勝することです」と日々の練習に取り組みます。全国中学生ビーチバレー大会で準優勝したＯＷＬＳ

（左から）斉藤沙和さん、佐々木沙萊さん、松原心さん
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白 熱のラリーが続く卓球大会
○町民卓球大会

　第49回町民卓球大会は昨年の12月18日、森のアリー
ナで開催され、男女問わず幅広い世代の選手が参加して
白熱のラリーを展開し、熱戦を繰り広げました。

【大会の結果】
◇小学生個人戦　▷ホープス（小学６年以下の部）（男女
混合）　①三浦聖愛（川口卓球教室）　②早坂昊河（沼宮内
小）　③佐々木美咲（川口卓球教室）　◇カデット男子（中
学生２年以下）シングルス　①佐藤太志（川口卓球教室）
②佐藤幸智（川口小）　③柵山実輝（沼宮内中）　◇カデッ
ト女子（中学２年以下）シングルス　①佐々木愛（川口卓
球教室）　②松岡羽奏（川口中）　③三浦愛叶（一方井中）
◇一般団体戦（男女混合）　①ＴＥＡＭ ＳＴＣ　②寿広
③久保体育協会　◇一般男子シングルス　①吉田任宏

（Clover）　②佐藤正樹（ＴＥＡＭ ＳＴＣ）　③瀬川泰生
（岩瀬張卓球クラブ）　◇一般女子シングルス　①佐藤七
星（ＴＥＡＭ ＳＴＣ）　②福田さかえ（滝西チーム）　③
千葉千香沙（個人）　◇ラージボールの部シングルス　①
橘一彦（井組オールスターズ）　②佐藤浩一（同）　③遠藤
篤史（同）　③細野清悦（岩瀬張卓球クラブ）

▼12月18日

N e w s × S p o r t s

道の安全運転を呼び掛ける
○交通安全もちモチ作戦冬

　交通安全啓発活動「年末もちモチ作戦」（町交通指導隊、
町交通安全母の会共催）は昨年12月４日、道の駅石神の
丘で行われ、関係者30人が冬季の交通安全を呼び掛けま
した。この活動は「安全運転意識を『もち』、思いやりの気

『もち』で運転しよう」と餅つきになぞらえて実施。会場
には、きねと臼を使った餅つき体験ブースが設けられ、家
族連れなどが元気よく餅つきを行いました。関係者は、
夜光反射材と餅などを道の駅利用者に配布し、時間に余
裕を持った冬道の安全運転を呼び掛けました。

子
ど
も
食
堂
の
事
例
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

　いわて子ども食堂フォーラム2022は、昨年11月19日に
岩手広域交流センター「プラザあい」で開かれました。当
日は、講師の子どもの居場所ネットワークいわての川守田
栄美子さん＝盛岡市＝が、全国や県内で行われている子ど
も食堂の取り組み事例を紹介。また、事例発表ではどんぐ
り山食育食堂の熊谷美枝さん＝五日市＝が現在の活動や
開催に当たっての思いを話しました。フォーラムに参加
した12人は「子ども食堂の活動を町でも広げていきたい」

「町での開催に協力したい」などと意見を交わしました。

子 ども食堂に理解を深めよう
○子ども食堂フォーラム

掛け声に合わせて元気よく餅つきを行う子ども

▼11月19日

▼12月４日

合唱曲「にじ」を心を込めて歌う川口小の３、４年生

N e ws × S p o r t s

▼11月15日
が 童生徒の合唱高らかに響く

○町小中学校連合音楽会児
　第54回町小中学校連合音楽会は昨年11月15日、森の
アリーナで行われ、各小中学校の児童生徒が心を込めた
伸びやかな合唱を披露しました。また沼宮内中の吹奏楽
部がＪ‐ＰＯＰのヒット曲メドレーを活気ある演奏で
披露するなど、会場を盛り上げました。講師を務めた町
教育委員会の田口千紗都指導主事は「生徒たちは歌詞を
しっかりと伝えようと、ていねいに、そして楽しくハーモ
ニーを作り上げている。歌うための声を意識して、自分
の声が美しくなる可能性に挑戦してほしい」と講評。各
校の児童生徒はこれまでの練習の成果を発揮し、にこや
かな表情で会場を後にしました。 わ

「
瑠
璃
色
の
地
球
」を
披
露
す
る
ラ
デ
ィ
ア
ナ
R

　第８回岩手地区合唱祭（岩手地区音楽協議会主催）は
昨年11月27日、森のアリーナで３年ぶりに開催されまし
た。当日は八幡平市、雫石町、葛巻町、滝沢市、岩手町の９
合唱団が出演し、マスクの着用など新型コロナウイルス
感染対策を講じて合唱を披露しました。町からは「ラディ
アナＲ」と「沼宮内りんどうコール」が出演。各団体は、コ
ロナ禍で時間が取れない中で重ねてきた練習の成果を発
揮し、美しい歌声のハーモニーを響かせ、会場からは大き
な拍手が起こりました。

美 しい歌のハーモニーを披露
○第８回岩手地区合唱祭 ▼11月27日

フ ェルト製の正月飾りを作成
○沼宮内公民館 ▼12月16日

　沼宮内公民館（福士悟分館長）は昨年12月16日、成人学
級「フェルトクラフトでお正月飾りを作ろう」を開催しま
した。講師は、昨年の町クラフト市に出店したフェルト
ままごとtaishoの向井真里さん＝葛巻町＝。参加した９
人はフェルトで作られたウサギや鏡餅、ツルなどを選び
絵柄を考え、グルーガンを使って台紙に貼りつけました。
柴田ハルエさん（79）＝大町＝は「初めてフェルトを使っ
て正月飾りを作ったけど、上手にできて良かった。自宅
に飾ってみたい」と感想を話しました。

正
月
飾
り
を
作
成
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん

　川口公民館（高橋健悦分館長）は昨年12月14日、成人学
級「料理教室『そばの打ち方教室』」を開催しました。講師
は四日市一憲さん＝野原＝と竹田真二さん＝境田＝。参
加者８人は、そば粉と小麦粉を８対２で混ぜ、水を加え生
地を作成。生地を伸ばし、麺が同じ太さになるよう押し
出すように包丁で切り揃えるなど、そば打ちを体験しま
した。「自宅でも自分なりのそば打ちを楽しんでほしい」
と四日市さん。参加した滝本佳子さん（77）＝雪浦＝は「先
生にコツを教わって良かった」と笑顔を浮かべました。

手 打ちそばの作り方学ぶ教室
○川口公民館 ▼12月14日

そ
ば
の
切
り
方
を
教
え
る
四
日
市
一
憲
さ
ん
㊧

①、②白熱したラリーを展開した参加者の皆さん

①

②
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問い合わせは、町健康福祉課子育て支援係（④番窓口）　☎ 62‐2111（内線567）へ

はたちの献血
　　町健康福祉課　健康推進係
　　☎  62‐2111 内線564

きっと誰かが、だったら私が　

　少子高齢化の影響により、主に輸血を必要とする
高齢者層が増加し、若い世代が減少しています。
　少子高齢化は献血事業にも影響を与えています。
10 代から 30 代の若年層の献血者数はこの 10 年
間で約 32％も減少しており、このまま減少が進ん
でいくと、血液の安定供給に支障をきたす恐れがあ
ります。今後も患者さんに血液を安定的に届けるた
めには、今まで以上に若い世代の献血へのご理解と
ご協力が不可欠です。
　若い世代の皆さんもこの機会に献血に行ってみま
せんか？

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（１月）
脳神経外科
※要予約 10日 8:30 ～

11:00

循環器（内科）
※要予約

６､13､16､
20､23､27､
30日

12:30 ～
14:30

小児科 6､27 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 10､17､24､
31日

13:00 ～
15:30

整形外科 20日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

２月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

１月

休日当番医 【受付時間】
　9:00 ～ 17:00

日（曜） 当番医
５（日）佐藤整形外科クリニック
11（土）岩手沼宮内クリニック
12（日）沼宮内地域診療センター

医 療

■軽い病気と思われる場合、休日の日中は休日当番医を利用ください。
　夜間は平日、休日問わず夜間急患診療所を利用ください。
　▽盛岡市夜間急患診療所　受付時間：午後７時～ 11時
　　（盛岡市神明町3-29�盛岡市保健所2階　☎�019-654-1080）
　日中の診療時間に受診できる人は、なるべく日中の時間内に受診　
　しましょう。
■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急
　患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受
　け入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの☎＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは ☎ 019-605-9000

当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019‐653‐1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019‐637‐3111
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019‐647‐2195

子どもが急病のとき

日 月 火 水 木 金 土
1/1
日赤

２
国立

３
中央

４
国立

５
日赤

６
中央

７
中央

８
日赤

９
中央

10
日赤

11
国立

12
中央

13
日赤

14
国立

15
中央

16
中央

17
日赤

18
国立

19
中央

20
日赤

21
中央

22
国立

23
日赤

24
中央

25
国立

26
中央

27
中央

28
日赤

29
中央

30
日赤

31
中央

2/1
国立

2
中央

３
中央

４
日赤

一人で悩まず相談ください

▶男女共同参画センター相談室　☎ 019‐606‐1762
　家族、職場の悩み、交際相手や性別、性的指向（ＬＧＢＴ）に関する悩み
などの相談を受け付けています。

QRコードからも
当番病院を

確認できます
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック
佐々木医院
佐藤整形外科クリニック
佐渡医院
さわやかクリニック
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

☎61-2025
☎61-3636
☎62-2234
☎68-7240
☎62-3211
☎62-2043
☎62-2511

※予約不要です。日頃の思いを
　話してみませんか？

【開催日】１月10日、23日、２月13日
　　　　  毎月第２、第４月曜日 （祝日の場合翌日）

▶健康福祉課　☎ 62‐2111（内線 564）
▶盛岡いのちの電話　☎ 019‐654‐7575（正午～午後 9 時、
 日曜日のみ午後 6 時まで）　▶県精神保健福祉センター
 ☎ 019‐622‐6955（午前 9 時～午後６時）

【時　間】��午後１時～３時
【場　所】��プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」

▶予約窓口：健康福祉課
☎ 62 － 2111（内線 556）

【開催日】１月 17 日（火）　（年６回開催） 　
　精神科の医師に個別で、心の悩みを相談できます。
【時　間】��午後２時～４時（完全予約制）
【場　所】��町保健センター

岩手町
　こころの相談

日（曜） 当番医
１（日）佐渡医院
２（月）佐藤整形外科クリニック
３（火）沼宮内地域診療センター
８（日）佐々木医院
９（月）岩手沼宮内クリニック
15（日）佐渡医院
22（日）さわやかクリニック
29（日）北上脳神経外科クリニック

【町内の献血予定日程】

【もりおか献血ルームメルシー】定休日 12 月 31 日 ､ １月１日

【成分献血】　午前 10時～正午、午後２時～５時
【全血献血】　午前 10時～午後 12時 45分
　　　　　　午後２時～午後５時 45分

　町はスマートフォンやタブレット端末などで利用できる「いわてま
ち子育てアプリ」の提供を開始しました。アプリの対象は妊娠期から
小学校入学前までの子どもの保護者です。
　アプリを利用すると、気軽に岩手町や周辺の子育て情報を確認する
ことができます。

いわてまち子育てアプリを

始めました！

予防接種スケジュール画面

【電子母子手帳】…妊婦健診の記録管理やお子さんの乳幼児健診の記録管理、お
子さんの成長を写真と一緒に記録しておくことができます。

【予防接種スケジューラー】…生年月日と性別を入力すると、条件に合った予防
接種スケジュールを作成します。接種日程や接種回数など、途中変更があった場
合も、自動でスケジュールが調整、更新されます。

【子育て支援情報】…町の子育て情報、保育施設検索、医療機関検索、休日当番
医や夜間の病院検索、離乳食サポートなどがあります。

【情報発信】…月齢に合わせて、町からのお知らせをメールやプッシュ通知でタ
イムリーに配信。予防接種日や健診日を忘れないように教えてくれます。
　今後は、教室への参加や相談予約をオンライン上で行えるよう準備中です。

アプリでできること
無料  FREE

いわてまち
　　子育てアプリ

iOS版 Android版

健康・福祉情報

こども救急相談電話

日程 ３月 23 日（木）

受付時間 午前９時 30 分～
11 時 30 分

午後１時 30 分～
４時

場所 ＪＡ新いわて支所 岩手町役場
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図書館だより
１月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

おもみいたします あさの　あつこ
この世の喜びよ 井戸川　射子
カラスは言った 渡辺　優
連鎖 黒川　博行
南洋のエレアル 中路　啓太
タングル 真山　仁
御家の大事 近衛　龍春
ジャクソンひとり 安堂　ホセ

児童絵本

大きな大きな大きな足あと ロブ・シアーズ
すきなものがちがうけど イヴ・コイ
おせちのみんなあつまって！ 真珠まりこ
すてきなおかし作り おおでゆかこ

児童読み物
うさぎタウンのパン屋さん 小手鞠るい
ほしとそらのしたで 矢崎　節夫

児童実用書 どうして野菜を食べなきゃいけないの？ 川端輝江：監修
そうだったのか！国の名前由来ずかん 辻原康夫：監修

キッチンカービ
ジネスのすべて

パセリカレーの
立ち話

狩女のすすめ 古家リノベーション

開館時間　午前９時～午後６時

２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

図書館の行事

赤マスの日は休館日です。

チビッコ映画館（小学生向け）
　１月 26 日（木）午後３時～
おはなし会（小学校就学前の親子）
　１月 29 日（日）午前 11 時～
　ボランティア「おはなし☆きらきら」
　の皆さんが読み聞かせをします。
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町の地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

ＩＷＡＴＥＭＡＣＨＩ写真講座
～自然豊かな岩手町～

町のＳＮＳフォローをお願いします！

Vol.
58

　K
こ び る
OBIRUじかんの「こびる」とは、

「農作業の合間の休憩、軽食」の意味。
　農作業の休憩時間に、気軽に読んで
ほしいと思いを込めたコーナーです。

　今月は、老松が担当します。

　明けましておめでとうございます。地域おこし協力
隊「しごとクリエイター」の老松弘行です。本年もよ
ろしくお願いいたします。昨年の 10月末から 11月
にかけて、全 3回の写真講座を開きました。
　講座ではカメラの「露出補正技術」を学ぶことと、
「撮影を通して町の豊かな自然と触れ合う」という 2
つの目標に取り組みました。はじめに、私の活動拠点
の S

ス タ ジ オ
TUDIO�P

ピ ー プ ル
EOPLE（大町）で露出補正について学び、

紅葉がきれいな「御堂新田の滝」で実習を行いました。
この滝は、私が町に来てから何度も訪れるお気に入り
の場所の 1つです。昨年は寒暖差が少なく鮮やかな
紅葉とはなりませんでしたが、�それでも十分に秋を感
じさせる素敵な写真を撮影することができました。

　最後の講座では、美しい自然の風景を撮影した写真
を画像編集して印刷。参加者からは「長年住んでいて
御堂新田の滝は知っていたが、こんなに素敵な場所だ
とは知らなかった。もっと早く来れば良かった」と、
大変うれしい感想をいただきました。自然の美しさを
形あるものとして残すことができ、参加者の皆さんに
とっても、私にとっても有意義な体験となりました。

「御堂新田の滝」で撮影実習を行いました
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情 報  問い合わせ先
 申し込み先
 メールアドレス

岩手町役場
☎ 62‐2111

イ ン デ ッ ク ス

防災とボランティア週間
■盛岡中央消防署岩手分署

　阪神・淡路大震災が発生した１
月17日は「防災とボランティアの
日」、１月15日から21日までは「防
災とボランティア週間」です。
　同震災や東日本大震災では、地
域住民による防災活動やボラン
ティアによる支援が有効なことを
貴重な教訓として残しました。
　この機会に家族や地域の人たち
と話し合い、災害への備えを充実・
強化しましょう。また１月26日
は「文化財防火デー」です。国民の
財産である文化財を火災から守
り、次の世代に引き継ぎましょう。

　盛岡中央消防署岩手分署　
☎62‐6119

公的年金の源泉徴収票
■日本年金機構

　日本年金機構から、令和４年分
公的年金等の源泉徴収票を令和５
年１月中旬から順次送付します。
送付対象は、老齢・退職を事由と
する年金を受給している人全員で
す。なお、障害年金や遺族年金は
非課税所得なので、源泉徴収票は
送付していません。
　源泉徴収票は、確定申告の際に
必要となる書類です。届いたら大
切に保管してください。紛失によ
る再発行など、源泉徴収票に関す
る問い合わせは「ねんきんダイヤ
ルへ」お願いします。

　日本年金機構　ねんきんダ
イヤル　☎0570‐05‐1165

年末年始に帰省する人
■いわておかえり年末年始キャンペーン
　県では、正月に県外から帰省さ
れる人を対象に「Uターン移住」を
具体的に考えてもらうよう、岩手
で働く魅力をＰＲする「いわてお
かえり年末年始キャンペーン」を
実施します。期間中に岩手の仕事・
就職情報サイト「シゴトバクラシ
バいわて」に新規登録した人の中
から抽選で「いわて牛五ツ星」３万
円相当などの県産品を100人にプ
レゼントします。（県外在住者限定）
　この冬は、帰省したご家族・ご
友人と一緒に「いわてへのUター
ン」について考えてみませんか？
県外のご家族などにもお知らせく
ださい。

【シゴトバクラシバいわてとは】
　岩手で働きたい人と県内企業を
つなぐ、県公式の就職マッチング
サイトです。県内の求人情報や支
援制度をはじめ、学生向けのセミ
ナー・交流イベント、U・Ｉター
ンに関するイベントなどを随時紹
介しています。

　県定住推進・雇用労働室　☎
019‐629‐5588
ＨＰ　https://iwate-okaeri.com/

相談登記はお済みですか
■県司法書士会事務局

　県司法書士会では２月を「相続
登記はお済みですか月間」として、
無料相談を行います。
○特設無料相談所

【日時】　２月３日、10日、17日、
24日　午前10時～正午

【場所】　県司法書士会館（事前予
約不要）
○「司法書士事務所」無料相談所

【 日 時 】　 ２ 月 １ 日 ～ ２ 月28日
（土・日・祝祭日は除く）
【場所】　県内の各司法書士事務所
○無料電話相談（フリーダイヤル）
☎0120‐823‐815

【日時】　２月中の毎週火曜日、木
曜日（祝祭日は除きます）　午前
10時～午後４時

　県司法書士会事務局　☎019
‐622‐3372　FAX 019‐653‐
2427
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　■応募資格／町内にお住まいの人（１人１通）　※１月 30 日（月）期限
※個人情報は記載内容の確認、プレゼント発送のために利用し、この目的以外には使用しません。

プレゼント付き広報クイズ ▶ＱＲコードからご応募ください！

　「図書カード（500 円分）」を抽選で２人にプレゼント！

クイズの答えと広報紙へのご意見やご感想を添えて、ご応募ください

　　【問題】　水道管の凍結は、気温がマイナス何度以下に
　　　　　なると、起こりやすくなるでしょうか？

防災無線を電話で確認
■直近の放送が聞けます

　町防災行政無線で放送した内容
は、直近の内容を自動放送で確認
できます。（火災や緊急時除く）

【自動音声電話】　☎62‐5367
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め
る
岩
手
町

【町内の学童保育クラブ】
クラブ名 定員 実施場所 申込書提出先 問い合わせ先

川口学童保育クラブ 30人 川口保育所
町健康福祉課
子育て支援係
または各クラブ

川口保育所��☎ 65‐2131
第２川口学童保育クラブ 30人 川口社会体育館

沼宮内児童館
☎ 62‐2059

沼宮内学童保育クラブ 70人 沼宮内児童館
一方井学童保育クラブ 30人 一方井健康センター
水堀学童保育クラブ 20人 旧水堀小学校
城山学童クラブ 30人 城山保育園 城山保育園��☎ 62-2083
岩手中央児童クラブ 30人 岩手中央幼稚園 岩手中央幼稚園��☎ 62-3304

　保護者の仕事と子育ての両立を支援するため、学童保
育クラブの申込受付をします。

【対象者】　小学１～６年生（城山学童クラブは３年生ま
で）の児童。日中、父母や祖父母などが在宅する家庭の
児童は登録できません

【申し込み方法】　町健康福祉課または各学童保育クラブ
に備え付けの申込書に記入の上、提出ください

【受付期間】　１月16日（月）～２月15日（水）
【費用】　おやつ代や教材費などは保護者の負担となりま
す。金額は各クラブにより異なります

【利用時間】　▼平日　下校時～午後７時　▼土曜日・学
校休業日・長期休業日など　午前７時30分～午後７時

【休館日】　日曜日、祝日、国民の休日、年末年始など

　　町健康福祉課子育て支援係　
☎  62－2111（内線565、566）学童保育クラブ 入所受付開始（令和５年度）

申込人数によっては、
申し込みとは異なる
学童クラブの利用に
調整させていただく
場合がありますので
ご了承ください。

岩手町自治体間連携フォーラム2022
▼第１部　セミナー　海外自治体との連携を目指す岩手町
・ＳＤＧｓ未来都市共創プロジェクトについて　町みらい創造課長　地舘浩二
・第７回 日仏自治体交流会議に参加して　　　  岩手町長　佐々木光司
・岩手町とフランスの交流とその先に　在フランス日本国大使館一等書記官 畑中雄貴氏
・海外調査事業報告　　　　　　㈱ｓｉｎＫＡ　ＣＥＯ　町井則雄氏
▼第２部　パネルディスカッション　国内自治体との連携の先にある岩手町の可能性
・ファシリテーター　萩原なつ子氏（独立行政法人 国立女性教育会館 理事長）
・パネリスト
　高橋仁志氏（宮城県石巻市　復興企画部ＳＤＧｓ移住定住推進課 ＳＤＧｓ推進係長）
　山崎誠一郎氏（埼玉県さいたま市　環境局環境共生部 環境創造政策課 ゼロカーボン推進係主査）
　星野和也氏（東京都豊島区　国際文化プロジェクト推進室 ＳＤＧｓ未来都市推進課長）

パネルディスカッションでは各自治体の持続可能性を高めるための取り組みを紹介
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大会に向けて意気込む佐藤宇央主将（右から２番目）

震災学習列車の前で記念撮影する１年生

　男子ホッケー部主将の佐藤宇
ね お
央さんは昨年12月16

日、役場町長室で行われた全国選抜ホッケー大会激励会
へ出席しました。昨年10月、男子チームは予選となる東
北高等学校選抜ホッケー大会で１位通過し、12月22日
から岐阜県で開催される全国選抜大会へ出場。佐々木町
長は「強い岩手、強い沼宮内高がここにあり、と全国の舞
台で示し、相手に立ち向かってほしい」と激励。佐藤主将
は「インターハイと国体では思うような結果が残せず、
チームとして悔しい思いをした。高校生活最後の大会な
ので、全力で頑張りたい」と抱負を語りました。

　
　１年生25人は昨年11月28日、震災復興学習の一環と
して、三陸鉄道（普代駅ー久慈駅間）の震災学習列車に乗
車しました。この三陸鉄道震災学習列車は、東日本大震
災で被災、復旧した路線の貸切列車で乗車し、途中で徐行
や停車をしながら被災地を巡り、震災学習を行うプログ
ラム。生徒は、列車の車窓からの景色をスマートフォン
やカメラで撮影し、㈱三陸鉄道の畑田健司駅長から震災
で発生した大きな被害や、災害に備え普段から心掛ける
こと、復興支援などの説明を傾聴。被災地の現状や防災
について理解を深めました。

ホッケー全国選抜大会へ決意

三陸の震災学習列車に乗車

沼宮内高のイベントや魅力、生徒の活動を紹介します。
タイトルは岩崎拓さん（３年）のデザインです！

Vol.15

◎沼高のホームページでも
　行事の様子をお知らせします　

将来の夢はありますか？
　看護師になりたいです。きっかけは小学生の時に入院して、そのときの看護師さん
に憧れて、目指すようになりました。日々時間を見つけて看護の勉強に毎日取り組ん
でいて、人と接するときにに相手の気持ちを考えて、対応するように心がけています。
学校で頑張っていることや好きなことはありますか？
　勉強はもちろん、学校行事に力を入れて頑張っていました。３年の体育祭はバドミ
ントン、綱引き、バレーなどの種目に出て、クラス全員の力を合わせて取り組みました。
これから楽しみにしていることや、頑張りたいと思うことはありますか？
　春から県立二戸高等看護学院に進学予定ですが、進学先で新しい友達ができて、一緒
に看護の勉強をしたり、遊んだりできる新生活が始まるのが楽しみです。

沼高LIFE インタビュー

立花 紅
く れ あ

愛 さん
（３年、沼宮内中出身）

下宿先募集
県外から入学する生徒の

　町は、令和５年度に県外から沼宮内高へ入学する生徒
を受け入れる下宿先を募集しています。

【受入補助金】　町から生徒１人あたり 20万円支給
【下宿代】月７万円程度（保護者から食費など支払）�
【生徒】　１軒あたり１人ないし数人
【部屋】　生徒１人あたり１部屋（エアコン完備、施錠可）
※エアコンや鍵がない場合は受入補助金をご利用ください

【内容】　食事の提供　※清掃や洗濯は生徒が行います
【期間】　原則３年間
　町教育委員会学校教育課　☎ 62‐2111（内線 355）

人口の動き
　人　口　
　世帯数
　　男
　　女

　12,172 人

　  5,389 世帯

　  5,970 人

　  6,202 人

前月比　（－43）

　（－21）

　（－22）

　（－21）

令和４年 11 月 30 日現在 

▼出生２人 ▼死亡 21 人 ▼外国人住民 130 人
▼転入 14 人 ▼転出 38 人

11 月受け付け分

　組数、人数の（�）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人のみ掲
載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に役場町民
課にお話しください。

●お婿さん、お嫁さん● １組（２組）

日 お名前 保護者 行政区

21 宮崎　陽
ひ な た

向 竜也 新 田
30 大手　あおば 貴士 下 大 町

●生まれたお子さん●２人（２人）
▼ 10月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

３ 佐藤　金四郎（100） 悦 男 下 屋 敷

４ 田村　マサミ（90） 本 人 下 黒 内

５ 松原　進 （68） 清 岩 崎

９ 佐々木　幸子（84） 本 人 下 黒 内

９ 西舘　タニ （85） 本 人 上五日市

９ 横澤　忠仔 （76） 忠 光 上 横 沢

10 引木　キエ （84） 亀 雄 黒 石

12 佐々木 與左エ門 （78） 本 人 新 田

14 早坂　カツエ（87） 本 人 城 山

16 竹田　ノブ （78） 弘 子 雪 浦

20 瀧渡　忠 （68） 本 人 城 山

21 國枝　ナカ （101） 本 人 下 鴫 沢

22 三浦　タマ （84） 本 人 黒 石

23 久保　 榮 （85） 祟 子抱団地

24 千葉　雅井 （85） 本 人 上苗代沢

28 岩﨑　孝一郎（73） 本 人 雪 浦

● 亡 く な ら れ た 人 ● 16 人（21 人 ）
▼ 11月

よろこび かなしみ

◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税（４期）
国民健康保険税（７期）
後期高齢者医療保険料（７期）

１月 31 日（火）
口座振替日：１月 25日（水）

日（曜） 時　間 行　事 場　所

１（日） 8:00 ～ 第 49 回町元旦健康マラソン大会 プラザあい

４（水） 9:00 ～ 町小中学校・高校絵画コンクール作品展
（～ 22 日） 石神の丘美術館

８（日）
9:40 ～ 町消防出初式 役場駐車場ほか

13:30 ～ 岩手町はたちのつどい
（成人式から「はたちのつどい」に名称変更） 森のアリーナ

11（水） 13:00 ～
１歳６カ月児健診

（令和３年５月 10 日～６月７日生）
３歳児健診

（令和元年５月 23 日～７月 11 日生）

町保健センター

12（木） 14:00 ～ 町交通指導隊・防犯隊合同初点検 町総合開発センター

18（水） 10:00 ～
盛岡年金事務所出張相談

（要予約：盛岡年金事務所☎ 019‐623‐6211） ゆはず交流館

福祉のしごと出張相談会（相談無料） ハローワーク
沼宮内

19（木）   8:30 ～ まんまと湯っこの会 老人福祉センター

20（金） 9:00 ～ 人権・行政相談 沼宮内公民館

22（日） 9:00 ～ 教育を高めて進む町づくり大会 森のアリーナ

24（火） 9:30 ～ 離乳食教室 町保健センター

25（水） 13:00 ～
６カ月児健康診査（令和４年７月生まれ）
９カ月児健康診査（令和４年４月生まれ）
１歳児健康診査（令和４年１月生まれ）

町保健センター

26（木） 10:00 ～ 子育てサロン“すくすく” 町保健センター

28（土）
9:00 ～ 岩手県高等学校文化連盟二戸支部

美術部合同展（～ 2 月 19 日） 石神の丘美術館

11:00 ～ 食育食堂 どんぐり山（100 円ランチ提供）
（要予約：代表くまがい ☎ 090‐4734‐2832）

五日市
生活改善センター

31（火） ９:00 ～ ５歳児相談
（平成 30 年１月１日～４月２日生） 町総合開発センター

町民カレンダー１月

２ 月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、町ホームページや
回覧などでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

日（曜） 時　間 行　事　 場　所

３（金）17:30 ～ いわてまちイルミネーション 2023
（～ 12 日）

石神の丘美術館
野外劇場

４（土） 9:00 ～ 書初めコンクール入選作品展
（～ 2 月 26 日）

道の駅「石神の丘」
道路情報休憩施設

７（火）13:00 ～ 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会
（要予約：町総務課行政係☎ 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

８（水）13:00 ～ １歳６か月児健診
（令和３年６月８日～８月８日生） 町保健センター

日 お名前 世帯主 行政区

22 中村　行佑
ﾌｧｰﾘｰ ｸﾘｽﾃｨｰﾝ ﾐｼｪﾙ

本人
中村行佑

駅 前
駅 前
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　「私たちが取り組んでいるのは、１本約５㌘の使
用済みヘアカラー剤チューブのリサイクルです。
BBリサイクルパートナーズ（東京都、石井賢一代
表）と協力して、昨年 10月 18日に盛岡市社会福
祉協議会に車いす１台を寄贈しました。使用済み容
器のリサイクルの収益を車いすに還元することで、
少しでも社会貢献につながればうれしいです」と野
原の床屋＝土川＝で理美容業を営む馬場百合子さん
（56）は話します。
　BBリサイクルパートナーズは 2015 年から、全
国の理美容サロンからアルミ製のチューブを回収
し、専門買取業者へ販売。その収益金で購入された
車いすは、社会福祉協議会や介護施設、病院などに
寄贈され、日常生活の支援に活用されます。
　チューブの回収作業では、中に残液が残っている
ものは買取されないため、絞り器などを使って中身

を完全に使い切り、キャップをチューブとは別の袋
に入れるなど、リサイクルする上で大変な部分は
多々あるそう。同パートナーズ岩手の代表でもある
馬場さんは、車いす寄贈事業に賛同する県内の理
美容店に呼びかけ、６年前から約１㌧の使用済み
チューブを回収し、今回の寄贈が実現しました。
　「ヘアカラーをするお客様がきれいになる。そこ
で使われたチューブのリサイクルは、もう１つの未
来につながっている。理美容師だからできるＳＤＧ
ｓだと思います。この活動が少しでも多くの理美容
師さんに届いて、活動が広まってほしいです」
　同パートナーズはこの事業を通じて、約 13㌧の
チューブ容器を回収し、これまでに全国各地の福祉
施設などに 23台の車いすを贈呈。小さなリサイク
ルの積み重ねを通じて、環境問題や介護問題などの
課題解決に向けた持続可能な未来を目指します。

 ヘアカラーのチューブが車いすに

　広報いわてまちは、『記
者ハンドブック新聞用字
用語集第 14 版』に基づ
いて記事を作成していま
す。原則、よろこびかな
しみコーナー以外は常用
漢字を使用しています。
　氏名などを掲載する場
合も、常用漢字での掲載
となります。ご理解をよ
ろしくお願いいたします。
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ＳＤＧｓ
未来都市の

まち
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（左から）車いすを贈呈したBBリサイクルパートナーズの石井賢一代表、
（中央）馬場百合子さん、（右）盛岡市社会福祉協議会の佐藤聡常務理事
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